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田 中 伸 尚 

 

谷内榮さんと彼の同志だった故高橋政義さんの砂川

政教分離訴訟の闘いについてわたしは、いくたびか書

き、人となりについてもその中でいくらかは触れてき

た。しかし谷内さんがなぜ 70 歳近くになって、もっと

も厄介な地域の柵
しがらみ

を払いのけ、足元の政教一致の問題

に異議申し立てをし、その闘いを執拗につづけたのか、

そこまで深く掘り下げた物語を書いてはいなかった。

そのことを気づかされたのは谷内さんからいただいた

一通の手紙だった。 

 砂川政教分離訴訟が最高裁で「市有地に神社は違憲」

の歴史に残る判断を得て実質的に勝利した 5 年後の

2015 年 9 月初め、わたしは谷内さんに 1 枚の写真を送

った。それは、2006 年 3 月 3 日に札幌地裁が砂川市の

行為を憲法違反と断じた直後に地裁前で撮った、谷内

さんと高橋さんの二人と数人の支援者の喜びが弾けた

写真だった。9 年も後になってそれを谷内さんに送っ

たのは、憲法を食い破った安倍晋三政権による戦争の

できる安保法制が制定される直前で、谷内さんらが最

初に獲得した違憲判決を思い出し、危険な時代の到来

を阻止したいという思いを共有したかったからだ。 

 谷内さんからはすぐに返信があり、そこには勝訴に

感動した写真への感謝のことばと、「私も国会前で戦争

法案反対を叫びたい」と躍るような文字が書かれてあ

った。谷内さんらしい気概だったが、それよりもわた

しは彼が手紙の末尾で砂川政教分離訴訟の闘いに触れ

た一文を読んで粛然とした。 

 「1930 年生まれの私にとって学校教育は、生徒たち

を戦争へ動員するために騙してきました。砂川政教分

離訴訟は、騙された私の人生を取り返す闘いでした」。

取材のなかで谷内さんと高橋さんから何度か聞かされ

てきたことばが「騙された」だった。訴訟でも、高橋

さんは戦争で中国人民を殺害したことを天皇制国家に

「騙されていた」ためだと憤り、谷内さんは「身も心

も騙され続け、精神的に呪縛され」、天皇のために命を

捧げようと海軍予科練に志願したと語っていた。 

 敗戦直後の戦争責任追及のなかで「騙された」は、

多くの戦争体験者の間で盛んに、かつしきりに語られ

た。だがそれは体験者同士が「騙された」とうなずき

合うだけで、時の経過とともに忘れ去られていった。

谷内さんはしかし、「騙された」ことを時の砂に埋もれ

させず、「騙された」果てに戦争を支えてしまったとい

う痛恨の思いを忘れなかった。だからこそ手紙の末尾

にあるように「騙された人生を取り返す」ために、晩

年になって地域で孤立することを覚悟して立ち上がり、

抗い、滾るようなエネルギッシュな闘いをつづけたの

だった。 

 砂川政教分離訴訟は「騙された人生」を取り返すた

めの闘いだったという谷内さんの手紙を読んでわたし

は、この年―2015 年―札幌の「２・１１」の講演で紹

介した、映画監督の伊丹万作（大江健三郎の岳父）が

敗戦直後に戦争責任の問題をめぐって『映画春秋』に

書いた評論を思い返した。 

 「騙されるということ自体がすでに一つの悪である」

「騙すものだけでは戦争は起こらない。騙すものと騙

されるものが揃わなければ戦争は起こらない」「騙され

ていたと言って平気でいられる国民なら、恐らく今後

も何度でも騙されるだろう」。伊丹はこう指摘して、「騙

された」と言挙げるだけの責任追及のあり方を痛烈に

批判していた。 

 谷内さんの闘いへの精神はしかし、伊丹の戦争責任

論をはるかに超えていた。天皇の国家に翻弄された谷

内さんが断固として「取り返す」ために闘った鮮やか

な精神に、今もなおわたしの心は強く揺すぶられる。

谷内さんの闘いは司法から歴史的な判断を引き出し、

奪われた人生を見事に「取り返した」だけではなく、

次世代の人びとが二度と国家に騙されることがないよ

うにと、政教分離原則の確立に希望の道筋をつけたこ

とも記憶しておきたい。 

 2015年秋の谷内さんからの手紙はわたしの心に澱と

なってのこり、それ以後何とかして谷内さんの「取り

返す闘い」の根っこを掘り下げたライフストーリーを

書かねばと思いつづけてきた。 

 去年春に上梓した『憲法を生きる人びと』のなかで

わたしは、谷内さんを書くつもりだった。だが谷内さ

んの健康状態がそれを許さず、書かれざる物語になっ

てしまった。 
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 谷内さんは背丈が 185 ㌢で、首一つ分も低いわたし

はいつも見上げながら話をしていた。谷内さんの訃に

接してわたしは、汚辱にまみれた地上から召天された

彼に首を上げてこう話しかけた。 

 「谷内さん、騙された人生を鮮やかに取り返しまし

たね。危ういこの国に生きる次の世代にもビッグなプ

レゼントを置いていってくれました。ありがとう、谷

内さん」 

（たなか・のぶまさ ノンフイクション作家） 

 

「国家神道」の呪縛からの解放～谷内榮さんを悼みつつ～ 

相 馬  宏 

 

記憶がだんだん薄れていくのが悔しい限りで、本来ならもっと鮮明に覚えて

いなければならない重要な事柄をいとも簡単に記憶から消えていく。衰えと隣

り合わせで、微かな記憶を辿りながら、あらためて谷内榮さんのことを思い起

こそうとしている。 

 北海道のやや中心部にあり、かつては炭鉱町として栄えた地方都市の一角に

ある小さな神社が、谷内さんによって全国に晒された。かつての戦時中におけ

る神社はその集落の中心的コミュニテーの場であり、天皇を中心とした皇民化

教育の場でもあったと語る谷内さんの少年時代は「軍国少年」としての勇まし

い姿であった。しかし、敗戦後信じていたものが崩壊し、空虚に支配され、彼

は生き場を失ったという。そんな中、キリストと出会う。何という奇跡であろ

う。 

 人一倍背丈があり、大きな手をしていた。その手でお会いしたら必ず握手を

求めてくる。頼りがいのある手だった。２００６年の８月、全国平和遺族会の

講演会が東京でもたれた際に、谷内さんと靖国神社に行った時だ。一年のうち

最も喧騒な時期だという。しかもこの日は当時の小泉首相が靖国神社を公式参

拝した日でした。地元の護国神社の祭礼の日とは比較にならず、数百人の群衆

が本殿の周りに集まっていた。小泉首相は、靖国神社に黒塗りの公用車で乗り付けると、モーニング姿で小さく一礼し、

本殿の階段を上った。報道陣のフラッシュを浴び、口を真一文字に結んで板張りの廊下を進んでいった。境内に詰め掛

けた数百人の参拝者がどよめいた。上空には何機もの報道ヘリが周回し物々しさの演出を増幅していた。私も階段の脇

のあたりからにわかカメラマンよろしく１枚のスナップを撮った。ともかくヘリの轟音と周囲の喧騒で何もかもが打ち

消されそうになる。やがて谷内さんとはぐれてしまったが、長身の彼を探すのにそう時間を要しなかった。 

 この年の３月３日、空知太神社訴訟が札幌地裁で違憲判決を勝ち取っている。そして６月、第２５回政教分離を守る

北海道集会と第１９回政教分離訴訟全国交流集会が初めて旭川で開催された。その後、砂川政教分離訴訟は瞬く間に全

国区になった。その後の交流集会へは欠かさず２人で参加した。また谷内さんは、全国各地から講演依頼を受け忙しい

日々を送っていた。訴訟は空知太神社と冨平神社関連の二つが同時進行的に係争されていた。おおよそ月２回の頻度で

公判が持たれていたので札幌地裁へ出向くため私は旭川から、原告の谷内さんと高橋さんは砂川からそれぞれ JR の電

車で通った。訴訟の打ち合わせのほかにも支援者らとの集りなどもありともかく週一ぐらいのペースで札幌へ出かけて

いた。その日の公判が終わり、帰りの JR の車中、公判についての話題が３人の話し合いの主題となる。小一時間であ

るがお互い耳が遠いせいもあり、ついつい声高になってしまうので、周囲の乗客は何かもめ事なのかと訝しがる一幕も

あるほどだ。何度かの公判が続くうち旭川や砂川からも主に宗教者の支援者らが増えてきたので、レンタルバスを運転

して集団で傍聴することもあった。そんな頃、同行した谷内夫人（故人）が作ってくださったおにぎりを裁判所のロビ

ーでほおばったあの味だけは記憶が鮮明だ。 

 谷内さんとの想い出は尽きることがないが、なぜ訴訟を提起したか、「明治以来日本国民は自らの信教の自由、言論、

思想の自由を極度に制限され精神的苦渋をなめさせられ国家神道の呪縛から解放を求め続けていながら、今なお解けず

もがき苦しんでいる。それほど根深く食い込んでいる国家神道からの解放を叫び続けなければならない。だから、若い

人たちにもそう訴え続けてきた。」谷内さんの語りは熱く重い。 

 私はその思いを継承し省察を繰り返していかねばと思っているが、頼りがいのある未来の先輩を失ってしまった。 

(そうま・ひろし 政教分離を守る北海道集会実行委員会事務局) 

 

 

 

 

違憲判決直後の谷内さん(2010.2.10 最高裁前) 



3 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

谷内榮さんは大きい方でした 

岡 田 良 子 

谷内さんに最初にお会いしたのは、30 年くらい前でし

ょうか、平和遺族会全国連絡会の総会ででした。印象は、

とびぬけて背が高く大きいのに声は小さめで穏やかで、静

かな説得力を示される方でした。お住まいの滝川町でお仲

間と平和遺族会を組織しておられました。靖国神社は、日

本軍戦没者を殉国の英霊・靖国の神として祀り、戦没者は

名誉の殉国者・尊い存在と称えるやり方で遺族の悲痛苦痛

を鎮め慰めおだて、戦死を美化、戦争を正当化する場だか

ら、政府や天皇による参拝は戦争肯定そのものだ、政府権

力による神社参拝を許してはならないということを、多く

の人々に伝えようと働き続けてこられました。 

 記憶に残るのは、2004 年春、群馬の森公園「朝鮮人強

制連行犠牲者追悼碑」の建立記念集会です。県議会の全会

派賛成で建立された立派な碑の前に、前橋、高崎の平和遺

族会の方々はもちろん、谷内さんも北海道の平和遺族会の

方々と一緒に参集され、日本が朝鮮人に過酷な強制労働を

強いた歴史の事実の認識と、謝罪と追悼の心を継承してい

く覚悟を語り合った集会でした。（しかし残念ながら現在、

群馬県は「碑文が反日的」だからという右翼らのクレーム

を口実にして、碑の撤去を求めている） 

 同じ 2004 年、谷内さんは友人と二人で、北海道砂川市

が公有地に神社の利用を許しているのは憲法に違反して

いる、と、市の政教分離原則違反を問う訴訟を提起されま

した。そして谷内さんたちの緻密で粘り強い闘いの成果で

2010 年、空知太神社が違憲状態にあるという最高裁判所

判決を得ました。これはすごいことです。最高裁が政教分

離訴訟で違憲判決を出したのは、これがやっと二例目なの

です。この結果、全国の多くの神社が政教分離原則を意識

せざるを得なくなってきました。例えば今年、那覇市が孔

子廟のために公園の土地を無償で使わせているのは政教

分離原則に反し違憲状態だ、という最高裁判所判決が出さ

れたのも、谷内さんたちの地道な努力の大きな影響です。 

 しかし谷内さんは、最高裁判決が出した違憲判決を一定

評価はしていますけれど、「無償貸与を単に有償貸与に改

めれば、神社はそのままで違憲状態を解消できる」とする

砂川市の判断を許すのは政教分離原則の不徹底だと、声を

上げ続けてこられました。 

戦争体験がない裁判官たちには、戦時中に神社が果たし

てきた戦争参加強制の恐ろしい力を学ばせないといけな

い、と、教育者だった谷内さんは、正しい歴史教育が未来

の平和のために必須だ、と言い続けておられたでしょう。

大きなお体に、二度と戦争を許さないために働くべく大き

な使命感を持ち続けられた大きなお人柄の方でした。 

（おかだ・よしこ 即位・大嘗祭違憲訴訟原告他） 

追悼・谷内榮さま 

殿 平 善 彦 

谷内さんに初めてお会いしたのは何時頃だっ

たでしょう。1970 年代、靖国神社国営化法案が取

りざたされたころ、砂川の西願寺で話し合いが持

たれた時、谷内さんも参加したとご本人が語って

おられましたので、その時が初めてだったかもし

れません。1982 年に旭川平和遺族会が発足しまし

た。神居の遺族会会長だった山下秀雄さんが、日

本遺族会の靖国神社国家護持の運動に嫌気をさ

して脱会し、立ち上げたのでした。先に活動して

いたキリスト者遺族の会と共に 1985 年に平和遺

族会全国連絡会が発足します。谷内さんは滝川平

和遺族会を立ち上げて、この運動に参加していき

ます。1997 年 8 月、朱鞠内での遺骨発掘日韓共同

ワークショップに参加した谷内さんは、遺骨が発

掘される現場に直接立ちあってくださいました。

発掘された遺骨を前にした追悼の時、「許してく

ださい！」と声を振り絞って涙した谷内さんは日

本人を代表して謝ってくれたのでした。 

空知太神社の砂川市有地無償供与違憲裁判は

あまりに有名ですが、最初に石田弁護士に相談に

来た谷内さんが弁護士事務所で私と偶然出会っ

たのも因縁めいています。半年ほど前、電話をい

ただいて、集まりがあるから一緒しましょうと約

束したのでしたが、コロナに阻まれてお会いでき

ないままお別れを迎えてしまいました。 

大人の風格で節を曲げず、信念を持って生きた

谷内さんの颯爽とした姿が思い浮かびます。谷内

さんから沢山のことを学びました。名残は尽きま

せんが、長年のご教導に心から感謝申し上げま

す。 

(とのひら・よしひこ 深川多度志一乗寺住職) 
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寂し気な顔を思い出します 

佐 藤 幹 雄 

谷内榮さんは、表情豊かな人でした。運動の仲間や支援

者には満面に笑みを浮かべ、理不尽な現実の前では眉間に

しわを寄せ、時には怒りの表情を浮かべるのが、谷内さん

でした。 

そんな谷内さんですが、私に、寂し気な表情を見せたこ

とがあります。ある札幌での集会の帰りにバスターミナル

まで一緒に歩いた時のこと、谷内さんは、｢この集会で、

あのような内容の話は、どうなのだろうか。佐藤先生はど

う思う？｣と、問いかけてきたのです。その集会は、名称

からして、日本の｢歴史認識｣を問うはずのものでしたが、

その時掲げられたテーマも実際に話された内容も、狭義の

意味では、元々の集会趣旨に沿っているとは言い難いもの

でした。でも、その前に起こった大事件・大事故に関連し

ていて、他のほとんどの集会でも、少し形を変えて採り上

げられた課題でしたし、出席した人も、ほとんど違和感を

持たなかったようです。バスターミナルでバスを待つ間も

その話の続きになりましたが、短い会話を通して、谷内さ

んの疑問は、そのことの意義を充分に理解した上での疑問

――｢それでも、なぜ？｣という疑問――であることが伝わ

ってきました。そして、その時、谷内さんは、私の前で初

めて、あの寂し気な表情を見せたのです。 

それは、砂川政教分離違憲訴訟の最高裁判決が出され

て、それなりの時が経過した後の事でした。人々の関心も、

その後で起こったあの出来事に移り、あの裁判で問うてき

た問題が、あたかもすべて｢決着｣して過去の事柄になった

ような空気が漂い始めた頃だったと思います。実際は、最

高裁判決が出たというだけで、事柄としては｢決着｣したと

は言えない状態でしたし、谷内さんも、｢問題は何一つ解

決したとは言えない｣と問題の継続性を強調していまし

た。でも、｢終わった｣感が空気のように流れてくる中で、

新しい問題が起こると、すぐに人々の関心が移っていく現

実に、寂しさを隠し切れなかったのではないでしょうか。

そのような思いをさせてきた者の一人として、あの時の谷

内さんの顔を思い出してしまうのです。 

それにしても、谷内さん達が原告となって提訴した砂川

政教分離違憲訴訟は、日本社会の隅々にまで広く影響を与

えた訴訟であったことを、改めて思わされています。各地

にある町内会・自治会と地元の神社の関係をも問うことに

なり、その見直しを促す結果となりました。とにかく、町

内会・自治会の神社へのかかわりについて、従来のように、

したい放題のことはできないという抑止として働いたこ

とは、明らかなことでした。勇気を振り絞り、労を惜しま

ず一歩を踏み出してくださった谷内さんに感謝していま

す。 

（さとう・みきお 日本キリスト教団岩見沢教会 牧師） 

 

「軍国少年」世代からの問い 

古 賀 清 敬 

戦後間もないころに生まれた私にとって、戦争体

験者からの問いかけを聞き、どう応えていくのかが、

生涯の課題の半分を占めてきたように思います。 

 谷内さんは、少年時代の戦時中の体験を何度もス

トレートに語ってくださいました。自分自身が骨の

髄まで天皇のために死ぬことを最高の理想とする熱

烈な軍国少年であったこと。それは自分だけが例外

ではなく、周囲の子どもたちも同じだったこと、少

しでも違ったり外れたりする人間には、容赦なく暴

力がふるわれて、それが当然だと思っていたこと。

しかし、敗戦となり、信じ切っていたことが崩壊し

た空虚と混乱の中で、キリストと出会い、全く逆の

新しい生き方へと導かれたのだと。 

 それだけ谷内さんにとっての少年時代は、直接の

戦地ではなくても、戦争の残虐性と欺瞞性とを純粋

培養的に心身に刻み込まれた原点であったのだと思

います。 

 ですから砂川訴訟は、地元のごく小さな神社をめ

ぐる訴えですが、それは些細なことに文句をつける

ということではありません。地域こぞって、身近に

ある天皇の「御真影」や神棚、神社拝礼をめぐって

いじめや暴力が正しいとされていた戦時体験こそ、

戦争と靖国神社の本性が現れているとの確信からだ

と思います。 

 制度が変わっても人間に染み付いた意識はなかな

か変わらない、とよく言われます。しかし、谷内さ

んにとってはそんな一般論では済まされない。それ

を放置しておくのは、戦争を反省していない証左で

あり、かつての軍国少年をまたもや作りだす装置が

温存されていることに他ならないのだと、身近な地

元での政教癒着の危険性に身をもって警鐘を鳴らし

てくださいました。それは、地域の人々や未来の世

代がかつてのようになってほしくないという思いに

突き動かされて、しんどい作業を引き受けてくださ

ったのだと思います。 

 ありがとうございました。そして、またお会いす

る日まで。 

（こが・きよたか 日本キリスト教会牧師） 
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「谷内さんからの宿題」              

 渡 辺 輝 夫 

谷内榮さんは亡くなるまで、夕張に赴いたわたしと 

小さな伝道所を覚え、毎年クリスマス献金を送ってく

ださった 

あの D・ボンへッファーや聖書のことばを引用した

激励のメッセージとともに。おそらく最後は渾身の想

いを込めて綴ってくださったのであろう、筆跡はおぼ

つかないものになっていた。榮さんは、夕張に思い入

れがあった。それは北陸・金沢出のお父さんが北海道

に渡り最初に入られたのが夕張炭鉱だったから。その

住み始めた場所さえ特定できており、今度気候が良く

なったらご案内いたしましょうと約束までしていたの

だった。 

 榮さんに始めてお目にかかった（厳密に表現すれば

「遠くから拝見した」）のは、東京で行われた平和遺族

会全国連絡会の立ち上げ集会（1986 年）だったと記憶

する。当時わたしは、その初代代表になる故小川武満

先生（元日本キリスト教会恵泉伝道所牧師。「第 13 回

政教分離を守る北海道集会」1994年 講師として来道）

のもとで牧師となるべく訓練を受けていた。そこにひ

ときわ長躯の榮さんが登壇し、北海道の様子を報告さ

れたのだ。「日本遺族会を脱して『平和』遺族会をつく

ろう」、そう言って一軒一軒寒風の中をたずね回って出

来上がった報告をわたしは感銘深く伺った。それから

ほどなく、わたしに牧師として旅立つときが訪れ、何

とそれが北海道、日本キリスト教会札幌豊平教会であ

った。その赴任直後、おどろくことに榮さんから連絡

が入り、ご子息の結婚式の司式をしてもらいたいとい

うのだ。それがわたしの最初の司式経験になった。そ

れから、同じ教派ということもあり、色々なところで

声をかけていただいた。ところが、臆病で小心者のわ

たしは、あの榮さんのなにものも恐れない毅然とした

姿、とりわけヤスクニをめぐる問題への鋭く激しい発

言に気後れして逃げ回っていたと正直告白せざるを得

ない。けれどじつは、あの激しい発言の背後には肉親

（お兄さん）を戦争で失った遺家族の深い悲しみ、そ

ういう事態を引き起こしてきた靖国思想への痛苦と怒

りが深く潜行していたのだということを知ったのはず

っとあとからであった（平和遺族会全国連絡会「戦争

を語りつたえるために」梨の木舎所収）。本当に申し分

けないという思いである。 

 そうこうしていたとき、恩師小川牧師から、「中国教

会を訪ねる旅」をするから参加しないかと誘いの電話

をうけた。1993 年のことである。もう何年か続いてい

た中国に対する戦争罪責を問う旅であった。意を決し

て参加したらそこに榮さん、さらに旭川教会（当時も

旭川）の北村一幸牧師も参加されていた。その年は、

北京から夜行列車で内モンゴルの赤峰、そしてかつて

関東軍による熱河作戦が繰り広げられた省都承徳へ至

るというもの。案内された郊外にわたしたちはまだ野

ざらしの骨さえ散見されるという現実に言葉を失った。

大草原に寝そべって共に大空をみあげたひとこまとと

もに、日本の加害責任を強く確信させられた旅であっ

た。 

 そしてついに、榮さん生涯最大の戦いになる砂川政

教分離訴訟に結実していくのである。これについては

多くの方が証言されることと思われる。榮さんはとも

に戦う仲間を求めていた。西川重則さん（平和遺族会

２代目代表）が亡くなったときにも、本当に落胆して

電話をかけて来られた。同志を失った悲しみが切々と

伝わって励ます言葉もなかった。 

今谷内さんの「おーい もういいだろう。しっかり

頼むぞ」 そんな声が天上から聞こえてくるようだ。

もう逃げ回っていてはならない。谷内さんからの宿題、

今この貧しい告白をしたためることがわたしとってそ

の第一歩である。 

（わたなべ・てるお 日本キリスト教会北海道中会ヤスクニ・社会問

題委員会 夕張伝道所牧師）

 

 

 

再建へ募金はじまる  ＜１９９７年から日韓などの若者が集うワークショップの拠点＞ 

戦前戦中に道内の工事現場に動員され犠牲になった朝鮮半島出身者らの歴史を伝えてきた旧光顕寺「笹の墓標展示

館」（北海道幌加内町朱鞠内）に隣接した宿泊交流施設が昨年１２月焼失しました。展示館は２０年１月に雪の重み

で倒壊。これらの施設の再建を目指し、NPO 法人「東アジア市民ネットワーク」（殿平善彦代表）のメンバーの実行

委員会は「施設は文化や歴史認識の違いを超えて平和を願う場です。東アジアの未来のために協力を」と訴え寄付

の募集を始めました。５月には日韓の若者を集めたワークショップを計画し、焼け跡の整理や遺骨の再発掘を行う

予定だという。★寄付先 郵便振替口座(02750-3-103422 笹の墓標再生実行委員会) 
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平和を創り出すために捧げた人生 

 照 井  勝 

同じ教会員として 25 年間共に過ご

した谷内榮さんは、私にとって本当の

兄弟のような優しい方でした。戦争に

よって兄を失い、自分も命を捨てる決

意で航空兵を志願するも、敗戦を迎え

たという経験。その後、キリストとの

出会いを経て、戦争の実態、生死を分

ける究極の状況下では誰でも人間性

を失ってしまうという究極の悲惨に

ついてよく話してくれました。また、

砂川政教分離訴訟の時は、いつも日本

国憲法の小冊子を持ち歩き、「これこ

そ小さな人間が巨大な権力にも対峙

できる最大の武器だ」と話してくれた

ことを忘れません。真実と平和を求め、

誰に対しても対等に話し合い、お互い

を尊重し合うことのできる社会のた

めに自分の人生を捧げて来られまし

た。榮さんと語り合えた日々は今も大

切な想い出であり、平和への願いを共

にする多くの方々の歩みを知るきっ

かけともなりました。私もその歩みに

連なり、共に小さな声を上げ続けてい

きたいと思います。 

(てるい・まさる 日本キリスト教会滝川教会

教会員)  

「四面楚歌を顧みず」 

松 坂 克 世 

最初にお会いしたのは、何回目かの「政教分離を守る北海道集会」だったと思います。ぬっという感じ

で現れ、（背が高いので）上の方からご挨拶されました。そして、この方が政教分離の裁判の原告である

ことを知らされました。自分が住んでいる町内会の会館の中に祠があるけれども一体どうなっているの

か、そして昔は学校の教員住宅があった場所に神社が建っているけれども一体どうなっているのか。普通

の人が普通に考えて、普通の疑問を普通に問うたのが、後の空知太神社、富平神社の裁判でした。細かな

資料を自分で作成し、ノートにまとめ、写真を整理し、実にマメな方でした。しかし、一旦話し始めると

時間を経つのを忘れてしまうほど情熱を持った方でした。ある時には、みんなでバスを借りて傍聴に出か

けました。たくさんの方がおられるのに、みんなで分けようと（おそらく）お連れ合いが握ってくださっ

たおにぎりを箱に詰めて持ってきてくださいました。あの時に分け合ったおにぎりの味は忘れられませ

ん。 

でも、自分が住んでいる地域で、それも大部分の人たちが意にしていない事柄について反対するという

のはとても勇気がいることでもあります。初めは高橋さんと二人で始めた市への監査請求は、やがて市を

相手取った請求事件へと発展し、札幌、そしてついには東京・最高裁へと舞台が移ります。自分の小さな

町でこれで本当にいいのかと疑問を持ったことが、身近な周りの人たちには輪を乱していると矢面に立た

されます。それでもなお、そこに立ち続けたのは彼の勇気とかではなく、信仰から来るものであったと思

います。あまりそんな話はしませんでしたが、その心にあるしっかりとした信仰こそが、彼の後に続くわ

たしたちに響き合ったのでしょう。「二人の主人に仕えることはできない」という聖書の言葉が、会う度

に聞こえてくるようでした。信じるものをただ信じることがこんなにも尊いことなのかと思わされまし

た。四面楚歌を顧みず、自分に嘘をつかないで生きていこうとしたことに今はただ敬服しています。 

谷内さん、お疲れさまでした。わたしたちに様々なことを教えてくれ、残してくれてありがとうござい

ました。もう一緒におにぎりを分かち合うことはありませんが、またお会いする日を楽しみにしています。

その日まで、わたしもわたしがいるところで、信じる心を大切に、自分に嘘をつかないでやるべきことを

やっていきます。この出会いを感謝して。 

（まつざか・かつよ 日本バプテスト静岡キリスト教会牧師） 
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「政教分離に生涯を注いだ谷内榮さんを偲ぶ」 

                              加 藤 正 勝 

 北海道の冬は厳しい。一面が雪で覆われ、一歩進む

ごとに腰まで埋もれながら、高齢の二人の男が図り縄

をもって測量している姿が目に浮かぶ。砂川市長を相

手に神社との癒着問題で訴訟を起こした谷内榮氏と高

橋政義氏である。2004 年、二つの砂川政教分離訴訟は

たった二人の怒りの激しい火が起こしたのである。一

つは裁判の途中で市が土地を町内会に譲渡したため消

滅した。一方空知太神社訴訟は最高裁まで行って 2010

年実質違憲判決を勝ち取った。（1997 年最初の口頭抗

議から 13 年後である）高橋氏は判決を目前に病身の身

で「後のことは頼んだよ、子供たちを神社に近づけて

はならない」と言い残して亡くなった。谷内さんが最

後に教会の人に言い残したのも「ヤスクニ問題の闘い

を継続してほしい」ということだった。 

 谷内さんは満州事変の前年の 1930 年に生まれ、絶対

天皇制軍国主義の戦争政策の中で育った。敗戦が濃厚

になった頃国民学校（尋常高等小学校）を卒業し、即

軍需工場に勤務したが、天皇のため、戦争のために自

らの若い命を散らそうと決意し海軍予備練習生に志願

した。入隊をまち望むも敗戦となり、玉音放送を聞い

ても信じられず、神社を参拝して現人神である天皇と

天照大御神を先祖神とする国家神道を捨てきれず、一

人部屋に閉じこもり血書で「大和魂」としたためて、

絶対天皇制軍国主義の護持を決意した事実を、訴訟の

口頭陳述や各地の集会、教会の証言でも深い悔悟の念

で表明された。 

 国家の皇国史観の教育が、いかに人の自由を呪縛し、

人間性を破壊するか、天皇を神とし国民を天皇の子と

する思想を国家神道や各地の神社が一体となって支え

ているか、そのことが国民を無残な戦争に突入させて

きたかということを身をもって証言し、二度と戦争を

してはならないという決意から、粘り強く、かたくな

までに国家・天皇・神社の癒着関係を監視し、政教分

離の違憲闘争を走り切ったことに敬意を表したい。 

 戦前「神社非宗教」との教説によってあらゆる宗教

とは別格に位置付け、神社に詣でることは儀礼である

とか社会通念上のしきたりのようなものとして、神社

参拝を強制してきた日本における国家と神社の問題が、

今日もなおうやむやになっていることが訴訟によって

明らかにされ、最高裁は「神社は宗教である」「市有地

に神社は違憲」との判決を出した。これは原告や支援

者のみならず、すべての人々にとっての、信仰・思想

の自由の保障である。判決の直後谷内さんは「最高裁

は憲法を守った」と自ら筆で書いた垂れ幕をもって最

高裁判所を背に笑みを浮かべて勝訴の報告をしたこと

が思い起こされる。 

 皇国少年としての自己破壊、兄の戦死、生きる意味

の喪失した彼を立ち上がらせ、新しく生かしたのはキ

リスト教との出会いであった。英語を学びながら牧師

の家庭の雰囲気と聖書の教えに心が開かれていった。

彼は「イエスさまの方が近づいて来てくださった」と

言っていた。1947 年洗礼を受け生涯キリストのために

捧げる決意をして、新時代の子供の教育のために中学

教師として北海道各地で働いた。1960 年よき伴侶を得

て、教会生活をしながら神の愛と正義、公正、平和を

中心とした生活をされた。弱い人の立場に立っての教

職組合活動で何度も減給されたり、砂川訴訟の費用の

心配や又、2003 年自ら砂川市長選挙に立候補して被告

である現職市長と戦ったときも家族の理解が大きな支

えであった。 

 砂川政教分離訴訟は二人と彼らを支えた石田明義弁

護士によって火が転じられたが日本中に大きな波を起

こした。各地の行政が見直しを迫られ、改善されたと

ころもある。高校の教科書にも掲載された。講演を通

して活動する人々だけでなく、若い学生たちも平和の

大切さを知る機会となった。スウェーデンの大学生が

来日し、谷内さんに取材して博士論文を発表した。国

家と宗教の問題は今後も最大のテーマである。 

 2006 年 3 月空知太神社訴訟の第一審「違憲判決」が

出る前は孤高の戦いであったが、それ以後宗教分離を

守る北海道集会の相馬宏氏が将来を見据えて参謀とな

り、最高裁までのあらゆる段取りをすすめた。複数の

弁護士や憲法学者、宗教者、平和遺族会、政教分離訴

訟全国交流会、労働組合等々北海道をはじめ全国的な

支援者の応援体制が整った。谷内さんの人好きが人々

を巻き込んだ面もあるが、共闘しながら政教分離問題

を身近に受け取ったからだと思う。谷内さんは事ある

ごとに応援の皆さんに謝意を表し、全国での町のヤス

クニ闘争が盛んになることを願っていたことを一番近

くにいたものとして、お伝えしておきたい。 

 最後に私は北海道の教会に赴任して退職まで 26 年

一緒であった。谷内さんを通して教会も又靖国問題や

戦争責任、天皇問題について実践的な学びを叱咤激励
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されながら教えられてきた。彼が信仰者として、一貫

してぶれず、最後まで走り通されたことに感服してい

る。 

退職後九州に転居して 9 か月、突然 12 月 3 日に谷内

榮さんが逝去されたことを知らされ、惜別の念をレタ

ックスに託した。 

「谷内榮さんの死去の報に接し悲しみと共に、安ら

かな気持ちに満たされています。頑固で一徹でしたが、

『神の他何ものも神としてはならない』『隣人を愛しな

さい』『神の正義と公平に生きなさい』との聖書の教え

を教会の長老として、また組合活動や、砂川政教分離

訴訟を家族に支えられながら信仰の表明として、実生

活を通して貫きました。神に愛され、神と人を愛した

谷内榮さんを偲び、ご遺族の皆さんの上に神様のお慰

めをお祈りします。」 

（かとう・まさかつ 前日本キリスト教会滝川教会牧師・引退牧師 

現在九州在住） 

 

 

「谷内榮さんのこと」 
                        

加 藤 洋 子 

 谷内さんといえば、路上では大きな体で、大きな声

で平和を訴えているのに気の小さい時があり、人が大

好きで、涙もろくよく泣いていたのを思い出します。

特に奥さんのことと、子供さんたちのことを大切にし

ておられました。 

 又、常に現日本国憲法を記した小さな本を肌身離さ

ず持ち歩いておられ、度々この憲法が発布された時の

衝撃、希望を語っておられました。 

 そのことが原点となったのでしょう。正義と慈しみ

をもって生きぬかれたと思います。 

後に続く人を願いながら。 

(かとう・ようこ 加藤牧師夫人) 

 

Ernils Larsson 

今日、砂川政教分離裁判の二人の原告のうちの一人、谷内栄さんが 90 歳

で逝去されたことを聞きました。2016 年、滝川の教会で谷内さんとお会い

できたことはこの上ない喜びでした。数時間、裁判についてお話いただいた

後、谷内さんと加藤正勝牧師は私と丸山博さんを空知太神社と富平神社に連

れて行ってくださいました。谷内さんが大変寛容に私たちを受け入れてくだ

さったお陰で、滝川で過ごした日は私の博士論文の重要な場面の一つとなり

ました。私は谷内さんと再開できることを願っておりましたが、谷内さんも

同じお気持ちだったと確信します。2,3 年前、私が出来上がった博士論文を

お送りすると、谷内さんは素敵な手紙に北海道地図を添えて送ってください

ました。その地図には、私が滝川に戻ることが出来るように、滝川の位置が

矢印で示されていました。生前、谷内さんを再訪できなかったことは本当に残念です。安らかにお眠りください。 

（アーニルス・ラーション ストックホルム ユニバーシティーカレッジ非常勤講師） 

丸 山  博 

悲報です。12 月 3 日、クリスチャンで 2000 年代の政教分離をめぐる歴史的裁判の原告のお一人、谷内榮さんが 90

歳で亡くなられました。2016 年 6 月、私は、当時ウプサラ大学の博士課程の学生だったアーニルス・ラーション君を

連れて滝川の教会に行きました。それは彼が博士論文「非宗教国の儀式：神道の規範化と戦後日本の政教分離」を仕上

げるために谷内さんにインタビューするためでした。谷内さんは私たちを温かく迎えてくだり、裁判のことに加えて神

社がいかに危険であるかについても熱心にお話しくださいました。翌日、アーニルスと私は、旭川の神社を訪れ、境内

の標識に第 2 次世界対戦で死んだ地元出身の特攻隊員が英雄として讃えているのを目にし、谷内さんのいわれたことを

実感しました。谷内さんは裁判で勝訴したにもかかわらず、宗教的マイノリティであることを理由に差別する近隣住民

に巻かれることはありませんでした。谷内さんからは度々電話や手紙をいただきました。谷内さんのお力になることが

出来ず、良心の呵責を感じます。 

(まるやま・ひろし 室蘭工大名誉教授・環境とマイノリティ政策研究センター所長) 
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             谷内榮さんを偲ぶ 

野 村 永 子 

元砂川政教分離訴訟の原告の谷内栄さんが、昨年 12 月 3 日に逝去されました。 

91 歳でした。彼は、戦時中生粋の軍国少年として育てられましたが、戦後、キリスト教に出会い、クリスチャンと

なって生き方が 180 度転換し、平和と人権の実現を目指し、その実現のため惜しみなく行動した人でした。自分で

「ボクはぶれない男だ」と言っていました。 

定年退職後、たまたま気づいたのが、空知太神社（のちに冨平神社も含む）

が市有地に立っている事実でした。彼は初め一人で実態を調べ、図面を起こ

し，紛れもなくこれは神社神道の施設であり、春秋の例祭には神社神道固有

の儀式が市有地において行われていることも確かめ、憲法違反の実態を把握

しました。 

 砂川市に対して、質問状、要請書、監査請求等、次々に提出しましたが納

得のいく返答は得られませんでした。彼は決断し、市長を相手取り提訴しま

した。札幌地裁、高裁ともに違憲判決を勝ち取りました。最高裁の判決の主

文は、「高裁差し戻し」という敗訴のような主文でしたが、判決文の中には   

明確に憲法違反と述べられていました。 

実質勝訴と言えましょう。この判決は全国的に影響を及ぼし、地元北海道では、僅か１㎡の土地であっても、そ

こにあるものが神社固有の宗教施設ではないか調べて、固有の宗教施設であれば無償貸与は優勝貸与に改めさせま

した。大きな成果と言わざるを得ません。彼の活動の集大成ともいえるでしょう。 

  裁判が高裁に移ったころ、相馬宏さんの熱心な働きによって、支える会ができ、筆者が事務局長という任をいただ

き谷内さんに寄り添うようになりました。ふと気づいたのが、「あ、谷内さん変わった」ということでした。私が「谷

内さん変わったね」と言うと、「うん。僕が変わったら妻も娘も変わったよ」という答えが返っていました。 

  これは筆者に言わせれば違憲判決に並ぶほどの大きな成果だと思うのです。裁判闘争ならずとも、人権運動、抵抗

運動の中で、自己変革、自己成長ができるような運動は、質のいい運動であり、長続きもするし、一定の成果もあげ

られる運動だと筆者は考えています。 

 谷内榮さんは、定年後の生活をすべて当てて、大きな仕事をやり遂げて，主のみ許で安らいでおられます。 

（※靖国神社国営化阻止キリスト者グループニュース NO380 号より転載許可済）                                

（のむら・えいこ 靖国神社国営化阻止キリスト者グループ） 

 

 

谷内榮さんを偲んで 

浦 瀬 祐 司 

谷内榮さんが召されたとの知らせがあり、驚いた。 

谷内さんは、古くからの靖国神社国営化阻止キリスト者グループのメ

ンバーであり、靖国神社問題北海道キリスト教連絡会議の集会にも出席

され、多くの学びをさせていただいた。91 歳での逝去だそうである。

91 年前と言えば、柳條湖事件勃発の前年である。と言うことは、15 年

に亘るアジア太平洋戦争期に幼少期を過ごされ、敗戦後の混乱の中に青

年期を送られたことになる。教科書に墨で黒塗りを経験されたのだろう。

教育されていたものの考え方について、大きな変更、転換を迫られた世

代だと言うことなのだ。その谷内さんは、靖国神社国営化阻止キリスト

者グループが大事な取り組みとして取り組んでいた「マチノヤスクニ」

を、身を以て実践された。空知太神社の件である。 

見逃しやすく、地域のみんなが問題とはしないいわゆる鎮守の設置箇所について問いかけをされたのである。裁判記

録によれば、地域の学校敷地として空知太神社が建っていた土地を使うこととなり、市有地への移設がなされたようで

ある。このとき、行政は大きな間違いを起こしたことがはっきりしている。そのことが、憲法の規定に抵触することに

思いが至らなかった行政は、谷内さん等の問いかけに対して正直な対応をしなかったのである。 
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実直な性格であった谷内さん等は、この行政の姿を見て、強く問いかけることとなり、訴訟は、最高裁の判決を引き

出すこととなった。 

結果については、いろいろな評価が出来るが、実直な生き方の下に歩んできた 1 人の人がいたことは確かである。私

たち政教分離を守ろうとする運動を進めている者達にとって、ここに大きなモデルがいることを忘れてはならないと思

う。過去に思想を強制させられ、その思想を誤りだったと訂正させられ、権力による強制の危うさを、身を以て知った

人にとって、強制させられる思想は如何に危なく、怖ろしいものであるかが、明確なものとなったのである。 

今になって思うが、その経験を直に聞くべきだったのだろうと思う。オーラルヒストリ、の大切さを強く感じている。

谷内榮さんの御霊の平安を祈りたい。  

(うらせ・ゆうじ 靖国神社国営化阻止キリスト者グループ委員長) 

 

第４０回政教分離を守る北海道集会 
 

日時 ２０２２年６月６日（月）午後６時３０分～ 

会場 旭川トーヨーホテル２階大広間（市内７条７丁目） 

講演 「砂川政教分離訴訟」から学ぶ（仮称） 

講師 中島光孝弁護士 

 

 ※新型コロナ感染状況によっては、オンライン併用の開催となる見通し。 

    詳細は、時期を見てあらためて広報します。 

 

＜訴訟関係報告＞ 

▲即位の礼・大嘗祭違憲訴訟次回期日  ５月２３日（東京地裁） 

▲京都・主基田抜穂の儀違憲訴訟第 6回口頭弁論  4 月 18 日（京都地裁） 

▲ノー！ハプサ訴訟次回口頭弁論  ３月１日の予定ですが原告が入国できない状況の中で、裁判所もどのように

取り扱って良いのか暗中模索。弁護団としても、原告が出廷できないままに結審という最悪の事態をさけるべく、鋭意

奮戦中とのこと。 

 

編集後記 ■年の暮れの１２月３日、９１歳で召天された谷内榮さんを偲び、沢山の方々から追悼のメッセージを頂

いた。田中伸尚さん、岡田良子さん、加藤正勝・洋子さん、殿平善彦さん、松坂克世さん、渡辺輝夫さん、佐藤幹雄さ

ん、古賀清敬さん、野村永子さん、照井勝さん、浦瀬祐司さん、そして思いがけず丸山博さんと Ernils さん、あらた

めて感謝申し上げます。Ernils さんは学生の頃卒業論文で日本の宗教問題を学ぶため室蘭工大名誉教授の丸山先生と

同行され谷内榮さんを訪問。訃報に対し掲載のメッセージが届きました。■谷内さんが、一審違憲判決後のコメントで、

「戦前戦中の日本の歴史を思い返していました。神社参拝強要にはじまり少年時代における皇民化教育のこと。天照大

神を祭神とし天皇を現人神として拝むことを強要した国家神道政策に利用され、戦争を天皇のための聖戦と教育され、

不条理な太平洋戦争に動員され死んでいった多くの国民のこと。「神社は宗教に非ず」、国家的儀礼だと捏造され、国家

権力のもと、多くの信仰者が弾圧され死に至らしめられた。そのような歴史が脳裏に浮かび、この政教分離の闘いは心

ならずも宗教者自らが信仰を貫き通すことができず、国家権力に屈服していった無念さ、そのことへの罪責が克服され

なかった過去を、今清算する闘いに参加しているのだと強く感じた。」と語っておられたのが印象的でした。■先日の

道新時評論壇で東京工大の中島岳志教授が、「特定の空気が支配的になると、それに抗うことは難しい。いかに非合理

的な決定がなされ、「それはおかしい」と思っても、口に出すことができなくな

る。」と、ある著書を論評し書いていた。谷内さんは、その「空気の支配」にあ

えて抗い、「それはおかしい」と主張して訴訟を起こした。それはまさに支配的

空気に対し水を差す行為である。それを実践させ最高裁までを動かしたのだ。■

本来ならば、もっと丁寧な追悼集を誂えるべきところでしたが、力量不足で申し

訳なく思っている。砂川政教分離訴訟関連では、多くの資料や写真が残されてい

る。いずれかの機会にご披露できたらと思います。北海道はこれからが寒さの本

番を迎えようとしています。新型コロナ感染は悪化の状況を辿っています。今後

も類似したような感染症は起こり得るだろうと専門家が提言していますが、各自

が益々それなりの備えを必要となってくるでしょう。まずは、今の状況から早く脱出できることを祈念して（そ）。 


